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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月4日(2020.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化性組成物であって、
　（ａ）２５℃及び１Ｈｚの周波数での複素粘度が少なくとも約４５００Ｐａ－ｓである
重合性エポキシ－アクリレート樹脂組成物と、
　（ｂ）前記重合性エポキシ－アクリレート樹脂成分中に部分的に又は完全に埋め込まれ
た研磨粒子と、
　を含む、組成物。
【請求項２】
　前記重合性エポキシ－アクリレート樹脂成分が、テトラヒドロフルフリル（ＴＨＦ）（
メタ）アクリレートコポリマー成分と、１又は複数のエポキシ樹脂と、１又は複数のヒド
ロキシ官能性ポリエーテルと、を含む、請求項１に記載の硬化性組成物。
【請求項３】
　１又は複数の光重合開始剤を更に含む、請求項１又は２に記載の硬化性組成物。
【請求項４】
　前記ＴＨＦ（メタ）アクリレートコポリマー成分が、１又は複数のＴＨＦ（メタ）アク
リレートモノマーと、１又は複数のＣ１～Ｃ８（メタ）アクリレートエステルモノマーと
、１又は複数の任意選択のカチオン反応性官能性（メタ）アクリレートモノマーと、を含
む、請求項２又は３に記載の硬化性組成物。
【請求項５】
　前記ＴＨＦ（メタ）アクリレートコポリマー成分が、（Ａ）４０～６０重量％のテトラ
ヒドロフルフリル（メタ）アクリレートと、（Ｂ）４０～６０重量％のＣ１～Ｃ８アルキ
ル（メタ）アクリレートエステルモノマーと、（Ｃ）０～１０重量％のカチオン反応性官
能性モノマーとの、重合モノマー単位を含み、（Ａ）～（Ｃ）の和がＴＨＦＡコポリマー
の１００重量％である、請求項２～４のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
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【請求項６】
　前記硬化性組成物が、ｉ）約１５～約５０重量部の前記ＴＨＦ（メタ）アクリレートコ
ポリマー成分と、ｉｉ）約２５～約５０重量部の前記１又は複数のエポキシ樹脂と、ｉｉ
ｉ）約５～約１５重量部の前記１又は複数のヒドロキシ官能性ポリエーテルと、ｉｖ）約
１０～約２５重量部の範囲の１又は複数のヒドロキシル含有フィルム形成ポリマーと、を
含み、ｉ）～ｉｖ）の和が１００重量部であり、ｖ）ｉ）～ｉｖ）の１００部に対して約
０．１～約５重量部の光重合開始剤を含む、請求項２～５のいずれか一項に記載の硬化性
組成物。
【請求項７】
　前記研磨粒子が、前記硬化組成物中に部分的に又は完全に埋め込まれている、請求項１
～６のいずれか一項に記載の硬化性組成物から形成された硬化組成物。
【請求項８】
　請求項７に記載の硬化組成物を研磨層として含む、研磨物品。
【請求項９】
　請求項８に記載の研磨物品を作製する方法であって、
　第１のライナ主面及び第１のライナ第２主面を有する第１のライナと、第２のライナ第
１主面及び第２のライナ第２主面を有する第２のライナとの間に、硬化性組成物第１主面
及び硬化性組成物第２主面を有する硬化性組成物をコーティングすることであって、ここ
で、前記第１のライナ第２主面が実質的に全体の硬化性組成物第１主面と直接接触し、か
つ前記第２のライナ第１主面が実質的に全体の硬化性組成物第２主面と直接接触している
、前記コーティングすることと、
　前記第１のライナを剥がして前記硬化性組成物第１主面を露出させることと、
　研磨粒子を、前記硬化性組成物第１主面上に堆積させることであって、ここで、前記研
磨粒子が前記硬化性組成物第１主面中に部分的又は完全に埋め込まれている、前記堆積さ
せることと、
　前記硬化性組成物を硬化させて、前記研磨粒子を含む研磨層第１主面、及び研磨層第２
主面を有する研磨層を形成することであって、ここで、前記研磨層第２主面が、実質的に
全体の第２のライナ第１主面と直接接触している、前記硬化させることと、
　を含む、方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の研磨物品を作製する方法であって、
　硬化性組成物第１主面及び硬化性組成物第２主面を有する硬化性組成物を、ライナ主面
及びライナ第２主面を有するライナ上にコーティングすることであって、ここで、前記ラ
イナ第２主面が、実質的に全体の硬化性組成物第１主面と直接接触している、前記コーテ
ィングすることと、
　研磨粒子を、前記硬化性組成物第１主面上に堆積させることであって、ここで、前記研
磨粒子が、前記硬化性組成物第１主面中に部分的に又は完全に埋め込まれている、前記堆
積させることと、
　前記硬化性組成物を硬化させて、前記研磨粒子を含む研磨層第１主面、及び研磨層第２
主面を有する研磨層を形成することであって、ここで、前記研磨層第２主面が、実質的に
全体のライナ第１主面と直接接触している、前記硬化させることと、
　を含む、方法。
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